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左記課題の解決のために

令和７年度に実施する具体的な取組

左記具体的な取組のうち、令和6年度にお
ける取組の評価・分析を踏まえた取組
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③学校と家庭
の課題

02 放課後等
における多様
な体験活動

放課後や長期休業中に、児童
の体験活動や児童同士の交
流を行うことができる環境を、
区内全小学校に整備する必要
がある。
　実施にあたっては、放課後児
童クラブを利用している児童を
含めて、体験活動等にすべて
の児童が参加できる環境であ
ることが肝要である。
　また、地域人材による体験活
動等を活発に行い、児童と地
域の人材との接点を増やす必
要がある。

放課後児童対策パッケージに基づく放課後
児童クラブとの校内交流型事業への移行
を進め、放課後子供教室を長期休業中も
実施することで、両事業が同時に実施され
ている日数の拡大を進めてきた。
　区立小学校65校中、59校で校内交流型
事業を実施している。
　令和７年度も、さらに３校で校内交流型事
業の実施校を拡大する。

運営を放課後児童クラブと共通の運営事業
者に任せることで、放課後および長期休業
中、毎日安定的に両事業を実施し、児童の
交流や、共通の体験活動ができる環境を確
保していく。
　校内交流型移行前に放課後子供教室の
運営を担っていた地域の組織である「学校
応援団」との協力体制を維持し、スタッフや
体験活動の指導者について、各小学校周
辺地域の人材を積極的に活用していく。

校内交流型実施校のさらなる拡
大と、周辺地域の人材の活用を
進め、放課後児童クラブを利用
している児童を含めて、すべて
の児童が地域の人材等による
体験活動に参加できる状態を目
指す。

校内交流型事業を
実施している小学校
数

62 校 62 62
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られた

校内交流型事業実施校拡大については、目標通り達成し
た。また、放課後児童クラブと放課後子供教室の子どもたち
は、遊び場の共有や地域人材が主催する合同のイベントな
どを通じて活発に交流するようになっている。
様々な学年の子どもたち、放課後児童クラブ職員、放課後
子供教室のスタッフ、地域の方々など多様な関わりの中で
子どもたちの遊びや経験が広がっている。
課題としては、校内交流型未実施校が3校あること、冬期の
時間が4時半までと実施時間が短くなっていること、夏季長
期休業中にすべての小学校での開催にはいたっていないこ
とがあげられる。

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

令和７年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」実績報告関係様式

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式
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